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進んで学び考える子 思いやりのあるやさしい子 元気でねばり強い子 
（知恵いっぱい）     （笑顔いっぱい）        （元気いっぱい） 

川辺小ホームページ h t tp s : / /s ch i t . ne t / k as ukabe/esk awabe/ 
 
 

やさしさのシャワーのような言葉がふりそそぐ川辺小 
校長 鈴木 美江 

雨天延期になった体育発表会が、去る１０月１９日（月）に行
われました。子供たちは、日ごろの感謝を恩返しできる絶好の
機会として、お家の人に見せることを楽しみに練習してきました。
当日はたくさんの方々から、「このような（コロナ禍）中で体育発
表会をやってくれたことに感謝します。」とお声掛けいただき、温
かい応援を頂きました。ありがとうございました。今までとは形の
違った運動会でしたが、６年生が学校のために準備、当日の運
営・応援や小さなお友達に対する心配りなど最高学年として立
派に行ってくれたお陰で成功できました。また、PTA の方々には、参観の方々への検温と
手指消毒を行っていただきました。チーム川辺小として、工夫の中で運動会を執り行うこと
ができました。今後も子供の成長を通して、恩返しできればと思います。 
 

川辺小学校では、１０月中旬から１１月まで「スーパー元気さわやかキャンペーン」とし
て、集会の校長講話や発表、学級での話し合い等を通して、改めて身の周りの人権につ
いて考える機会としました。 

 
校長講話では、「命」の話をしました。野口雨情の有名な曲の一つ

に「シャボン玉」があります。この詩は、「命の歌」とも言われています。
なぜかというと、雨情は子供がほしくて、ほしくてたまりませんでした。
その願いがやっと通じ、二十七歳の時に、かわいい女の赤ちゃんを授
かりました。でも、その赤ちゃんは、生まれて八日目に亡くなってしまいました。その時の
悲しみを詩にしたのが、この「シャボン玉」の歌だといわれています。「シャボン玉消えた。
飛ばずに消えた。生まれてすぐにこわれて消えた」せっかく生まれてきた命、ずっとずっと
いつまでもいてほしかったというお父さんの悲しさが込められた歌です。 

 
命は、目に見えないもの、手で触れることもできないものです。本当に大切なものは、目

に見えないことが多いのです。そして、その命は、友達や先生、お家の人の温かい、やさ
しい言葉に触れたとき、宝物のように輝きます。 

 
日本には、古くから「言霊」という考えがあります。「言葉には命がある」と考

えられてきたのです。「ありがとう」をたくさん言うと「ありがとうなことが自分
にたくさん起きたり」、「人に嫌がる言葉を言っていると自分がどんどん人に嫌が
られたり・・・。」だからこそ、私たち日本人は、言葉を大切にしているのです。 

 
互いに支え合い、助け合い、共に生きていくことが、いかに大切かということを今後も折

に触れ、子供たちと考えていきたいと思います。そして、やさしさのシャワーのような言葉
がふりそそぐ川辺小になるよう今後も指導してまいります。 

 
  
 今年も「いじめのない学校づくり」を推進するため、全校児童で「なかよし集会」を行
いました。各クラスで作成した「なかよしスローガン」を発表し、意識を高めました。 

＜各クラスで決めた「なかよしスローガン」＞ 

１年１組 あそぼうよ みんなえがおで うきうきだ 

１年２組 たすけるよ ひとのやさしさ うれしいな 

２年１組 川辺小 みんなでえがお うれしいね 

２年２組 しんせつに みんなえがおで たすけあい 

３年１組 思いやり やさしさあふれる 川辺小 

３年２組 助け合い みんなをつなぐ 川辺小 

４年１組 思いやり みんなとつながる 心の輪 

４年２組 クラスとは えがおになれる すてきな場 

４年３組 乗りこえよう 笑顔の花で こんなんを 

５年１組 思いやり きずなをふかめ 輪をつくろう 

５年２組 学校は 笑顔の花で いっぱいだ 

５年３組 助け合い みんなで広げる クラスの輪 

６年１組 六－一 みんなで団結 絆の輪 

６年２組 だれとでも 足りない部分 支え合う 

なかよし たすけあい やさしさつなぐ ハッピーバトン 

 
 
 

川辺小学校では、飯沼中学校の定期テスト前の諸活動停止期間に合わせて、「アウトメ
ディアチャレンジウィーク」を設定し、実施しています。7 月の第 1 回目の実施の際にはご
家庭のご協力をありがとうございました。第2 回目の今回は 11 月 22 日（日）から 26 日（木）
での実施を予定しています。 

この取組は、テレビの視聴やゲーム、インターネットの使用等を否定するものではなく、
使用時間を制限し、見直すことで、自主学習や読書等を行うことで、家庭における望まし
い学習の習慣化や生活習慣の改善を図ることを目的としています。毎回、家族で話し合
い、コースの中からチャレンジをするコースを決めていただきます。併せて「読書
週間」も実施いたします。ご家庭のご理解・ご協力をお願いいたします。 

  
 
 
 
 １０月１９日（月）、待ちに待った体育発表会を実施することができました。今年度はブロックごと
分散での発表になりましたが、どの学年もスローガン「見せつけろ！！みんなの力を 全力で」の
もと、全力を出し切り、見ている人たちを感動させてくれました。また、保護者の皆様の温かいご声
援も、子供たちの最高の演技に繋がりました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉県では、１１月を「い

じめ撲滅強調月間」に制定

し、いじめの根絶に集中的

に取り組んでいます。 

詳しくは、県のホームペ

ージ等をご覧ください。 

なかよし集会は放送で行いました。 

アウトメディアチャレンジ・読書週間 

10 月 19 日 体育発表会 

１１月は「いじめ撲滅強調月間」です。 


